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腹腔鏡下虫垂切除術は, ����年 !""�)によっ
て初めて報告されて以来, 数多くの報告が認めら
れている｡ その後���#年単孔式腹腔鏡下虫垂切除
術 (単孔式) が$!%&'(#)らにより報告されている｡
一方わが国では, ����年から腹腔鏡下虫垂切除術
が導入され, 単孔式は#))�年以降積極的に行われ

るようになってきている｡ 当院では#))�年腹腔鏡
下虫垂切除術を導入し, 単孔式は#)�)年から開始
している｡ 当院で施行している腹腔鏡下虫垂切除
術の現状について報告する｡
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当院で#)��*�月から#)�+*�#月に虫垂炎の診断
で虫垂切除を受けた患者は#,+名であり, そのう
ち腹腔鏡下虫垂切除術が�,-(+�.-％) 例あり,
開腹虫垂切除術は��例であった｡ 腹腔鏡下虫垂切
除術�,-例中単孔式は�#+例 (�+.-％) に施行され
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当院で#)��*�月から#)�+*�#月に腹腔鏡下虫垂切除術が�,-例あり, 単孔式腹腔鏡下虫
垂切除は�#+例 (�+.-％) に施行されている｡ この=年間で, 腹腔鏡下虫垂切除術の占め
る割合は, #)��年++.�％から#)�+年4-.+％と増加し, 腹腔鏡下虫垂切除術症例中の単孔式
の比率はやや減少し, #)�+年4#.#％であった｡ 炎症程度は単純性炎症が4�.#％を占めてお
り, 手術時期として, 緊急手術を施行した症例が�#+例, 手術時間中央値は-�分, 出血量
中央値は)"%, 開腹移行は>例であった｡ 術後在院日数中央値は? (>～-�) 日であり,
術後合併症を?例 (,.�％) に認めた｡ 当院ではより確実に, 安全に虫垂断端処理をする
ため#)�,年ごろから腹腔外で行うように変更し, #)�+年には�#％の症例を腹腔外で施行し
ている｡ 周術期管理は, 主治医任せであったが, 医療の標準化を図るため, #)�+年?月か
らクリニカルパスを導入した｡
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